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れた。Akt には Akt1、Akt2、Akt3 のアイソフォームがあり、これらは心筋細胞に発現し
刺激により異なった機能を持つことが示されている。Akt アイソフォームを RNAi 法を用
いてノックダウンを行ったところ、PE によるオートファジーにおいて、Akt1 の抑制のみ
が Westernblot 法においてオートファゴソーム形成と正の相関を示す LC3-Ⅱ/Ⅰ比を抑制
した。mTOR を抑制することによりオートファゴソームが亢進することが広く証明されて




 最後に in vivoにおいてアドレナリン刺激によるオートファジー亢進と不全心の関係を調











 以上よりアドレナリン刺激においてオートファジーは心保護的に働き、また Akt がアポ
トーシス抑制に働くオートファジーを制御しているが、それはmTOR非依存性の経路であ
った。これより今後mTOR 非依存性のオートファジー調節経路のさらなる研究が心不全進
展の解明の一つのターゲットとなると考える。 
